
 

 

 

図書館だより館 

1909 年 
青森県金木村（現在の五所川原市）に生まれる。本
名津島修治。 
1916 年（7 歳） 
金木第一尋常小学校に入学。在学中全甲主席・総代
を務める。 
1925 年（16 歳） 
青森中学校の校友会誌に最初の創作「最後の太閤」
を発表。この頃から作家に対する憧れが強まり，芥
川龍之介や菊池寛の著作に親しむ。 
1930 年（21 歳） 
東京帝大仏文科入学。井伏鱒二を訪ね以後永く師事
する。鎌倉で薬物心中を図り自殺幇助罪に問われる
が不起訴となる。 
1933（24 歳） 
サンデー東奥に「太宰治」の筆名で『列車』を発表
する。 
1935 年（26 歳） 
新聞社の入社試験に失敗し鎌倉で縊死を図り未遂に
終わる。初めて商業誌「文芸」に載った『逆行』が
第 1 回芥川賞候補に挙がるが受賞を逃す。授業料未
納のため東京帝大を除籍。 

1938 年（29 歳） 
井伏鱒二宅で結婚式を挙げる。この年『富獄百景』
『女生徒』を発表。東京府北多摩郡三鷹村（現在の
三鷹市）に移転し，ここが終の住処となる。 
1944 年（35 歳） 
『津軽』の執筆のため約 1 ヶ月かけて津軽地方を旅
行する。 
1945 年（36 歳） 
妻子とともに疎開していた金木町の生家で終戦を迎
える。 
1947 年（38 歳） 
『斜陽』を起稿する。『斜陽』は新潮社から刊行さ
れベストセラーとなる。 
1948 年 
3 月頃から体調が優れずビタミン剤を注射しながら
『人間失格』の執筆に取りかかる。5 月，『桜桃』を
発表。続いて遺作となる『グッド・バイ』にとりか
かるが，翌 6 月 13 日山崎富栄とともに玉川上水に
入水。奇しくも 39 歳の誕生日にあたる 6 月 19 日
に遺体が発見され三鷹の禅林寺に葬られる。この日
は太宰の晩年の名作『桜桃』にちなんで「桜桃忌」
と名付けられ，太宰の死を偲ぶ会が催されるように
なった。 
 
（『群像日本の作家 17 太宰治』（小学館）の「太宰
治年譜」を元に作成） 
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